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•図書/雑誌 （CATP/MARC21/BIBFRAME...）
• 電子ジャーナル/電子ブック（KBART...）
• リポジトリ（JPCOARスキーマ/junii2/DCMIメタデータ語彙...)
• デジタルアーカイブ

（JPCOARスキーマ/DCMIメタデータ語彙/MARC21...）
• 研究データ

（DataCite Metadata Schema/「メタデータの共通項目」*...）
• 国立国会図書館ダブリンコアメタデータ記述

（DC-NDL）/DC-NDL(RDF)
• ジャパンサーチ連携フォーマット

知の共有を支える様々なメタデータの例

* 統合イノベーション戦略推進会議「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」 https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/sanko1.pdf

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/sanko1.pdf


• 各データを包含する「共通メタデータ」ではない
• 資料種別やサービスの特性に応じて，各機関，各種団体

で必要なメタデータは異なる
• 各機関の連携，相互運用のためには各種メタデータ間の関

係の定義，流通させるためのガイドラインが必要
• NDL, JST, NIIを中心として作成されたガイドラインのドラ

フト版が2022/3/18に公開された

• 今回はNDL, JPCOAR, これから委員会，さらにNIIの方々に
登壇いただいて発表を行ってもらい，また討議する

メタデータ流通ガイドライン



メタデータ流通ガイドラインの検討体制

NDL：電子情報サービス課等

JPCOAR コンテンツ流通促進作業部会（メタデータチーム）

課題 「デジタルアーカイブのメタデータ流通検討」

これからの学術情報システム構築検討委員会

三機関連絡会議

○NDL
総務部企画課

○JST
情報基盤事業部
研究成果情報グループ

○NII
学術基盤推進部
学術コンテンツ課

各機関窓口（定期会合）メタデータWG

「メタデータの相互運用性に関する検討ワーキンググループ（メタデータWG）」実施体制（R3年度）


